
 

 

下冨居排水区大規模雨水処理施設整備事業計画（富山市） 

 

（様式１） 

項  目 内 容 ・ 施 策 等 
選定理由 下冨居排水区は、南北方向に「あいの風とやま鉄道」が走る市中央部に位置し、準用

河川がめ川流域として、富岩運河を経由、一級河川神通川へ流れ出る。当排水区の土地

利用状況は昭和５０年代以降、都市化の進展が著しく、雨水流出量の増加により、平成

１３年８月の豪雨では床下浸水５戸、平成２０年８月の豪雨では床上浸水１戸、床下浸

水数６戸の浸水被害が発生しているほか、床下浸水や道路冠水が頻繁に発生していると

ころである。 
これまで、浸水対策として、平成１５年に下冨居公園予定地に掘込式貯留池を整備し

たほか、流下能力の向上を図るため粗度係数を改善するなどを進めてきたところである

が、当排水区内において「あいの風とやま鉄道」の新駅の整備に伴い、新たに宅地等の

開発が進められており、更なる雨水流出量の増加が想定されることから早急な浸水対策

が急務である。 
 

整備目標 ① 本計画における対象降雨 
・本計画におけるハード・ソフト含めた対象降雨：75mm/hr 
・目標とする理由：昭和４５年８月に記録した既往最大降雨  

  ・ハード整備による整備水準の目標：49mm／h (1/5確率降雨) 
②目標設定 
ⅰ)生命の保護の観点  ：家屋の床上浸水を防止する。 
ⅱ)都市機能の確保の観点：交通の支障となる道路冠水を防止する。 
ⅲ)個人財産の保護の観点：家屋の床上浸水を防止する。 
ⅳ)その他       ：特になし 
  

③ハード対策，ソフト対策及び自助の役割分担について 
ⅰ)ハード対策 

施設整備により 49mm/h（1/5 確率）の降雨において浸水被害を防止することを

目的とする。 
ⅱ)ソフト対策及び自助 

施設整備で対象とする降雨量を上回る既往最大降雨 75mm/h の降雨において、

下水道管理者による内水ハザードマップの作成や地域住民による土のうの設置な

ど，それぞれの主体が対策を実施することにより，被害をできるだけ軽減する。 
 

 
 
 



項  目 内 容 ・ 施 策 等 
内水ハザ

ードマッ

プ策定状

況 

・ 有  (平成  年 月 日策定済み) 
・ 策定予定 (令和７年３月末策定予定) 
 
 

主な 
事業 
内容 
 

公

助 
ハード

対策 
下水道管理者 ・雨水貯留施設の整備 貯留能力４，４００m3 

           （導水管貯留分含む） 
・雨水幹線等の改修 

下水道管理者 
以外 

 

ソフト

対策 
下水道管理者 ・内水ハザードマップの作成 

 
下水道管理者 
以外 

・自主防災組織への活動支援（建設部防災対策課） 

自

助 
ハード

対策 
 ・土のうの設置 

 

ソフト

対策 
 ・自主訓練（自主防災組織５組織） 

 

備考）事業内容については主な施策について具体的な実施数量を記述 
また，下水道管理者以外が行う施策については，道路管理者など実施主体，制度要綱等を具体的に記述 
 
＊下水道浸水被害軽減総合事業の要件に該当し、当該事業による制度拡充分にあたる施設の整備を実

施する場合には、該当する施設をすべて記載すること（別紙可、下水道浸水被害軽減総合事業の様式
を参照）。なお、下水道浸水被害軽減総合計画を策定済みの場合は、その施設調書を添付すること。 

＊下水道総合地震対策事業の要件に該当し、当該事業による制度拡充分にあたる施設の整備を実施す
る場合には、該当する施設整備を総合地震対策計画に位置づけること。 

＊下水道施設の改築（浸水に対する安全度の向上を伴わないもの）を実施する場合には、当該施設の改
築を下水道ストックマネジメント計画に位置づけること。（総合地震対策計画に位置づけられている
場合を除く） 

年度計画（百万円） 

名称 
令和 

4年度 
令和 

5年度 

令和 

6年度 

令和 

7年度 

令和 

8年度 

令和 

9年度 

令和 

10年度 

令和 

11年度 

令和 

12年度 

令和 

13年度 

令和 

14年度 

令和 

15年度 
計 

雨水貯留施設 300 320 385 107         1,112 

雨水幹線等   15 93 200 200 150 150 150 150 150 100 1,358 

              

計 585 210 400 200 200 200 150 150 150 150 150 100 2,470 

備考）事業内容に位置づけた施設について年割額（事業費）を記述。 
整備済のものは含めない。 
 



項  目 内 容 ・ 施 策 等 
整備効果 ＜事業評価の内容＞ 

浸水被害の軽減便益：７，００５．１百万円が削減される。 
Ｂ／Ｃ：２．６２ 

経済的内部収益率：７．６％ 
 

放流先河

川との調

整状況 
 

放流先である準用河川がめ川への放流量を現況以下とするため、流出抑制施設の整備を

行い流域での浸水被害の軽減を図る。 
 
 

その他  
 
 

 
 
 



 
（参考図面） 

 
1. 使用図面 

    5,000～10,000 分の 1 程度で計画内容がわかるようにする。 
 
 

2. 図面記載内容 ＊あくまで記載方法の一例である。 
記載内容 色別 適用 

貯留施設 
 施工済 
 計画期間内施工予定 
 集水区域 
 
浸透施設 
 施工済 
 計画期間内施工予定 
 整備区域 
 
ポンプ施設 
 施工済 
 計画期間内施工予定 
 
雨水又は合流管渠 
 施工済 
 計画期間内施工予定 
 
 
計画対象区域界 
 
① 駅 
② 災害対策基本法に基づく地域防災計

画に位置付けられた施設(緊急輸送
道路，防災拠点等) 

③ 国の防災関係機関や県庁，市役所等の
施設 

④ 高齢者・障害者等要配慮者関連施設 
⑤ 床上浸水被害の未解消地区 
⑥ 下水道管理者以外の主体との連携に

より行われている整備 
⑦ 防水ゲート，止水板又は逆流防止施設 
⑧ 各戸貯留浸透施設 

 
 

 
黒 
赤 
青 
 
 

黒 
赤 
青 
 
 

黒 
赤 
 
 

茶 
橙 
 
 

桃 
 

緑 
 
 
 
 
 
 

水色 
黄色 

 
貯留施設を 2～3mm の実践で書く。 
施設名を記入。 
集水区域を 5mm 幅程度で囲む。施工済の場
合は黒で全体を薄く塗りつぶす。 
 
対象区域を 5mm 幅程度で囲む。 
施設名を記入。 
対象区域を 5mm 幅程度で囲む。 
 
 
直径 5mm の円にＰで表現。 
色で塗りつぶす。 
 
 
昭和 46 年 10 月 9 日付建設省告示第 1705 号
の別表に定める基準に適合する管渠を 1mm
の実線で書く。 
管渠名を記入。 
 
2mm の実線。 
 
色で塗りつぶす。 
施設名を記入。 
 
 
 
 
 
水色で全体を薄く塗りつぶす。 
黄色で全体を薄く塗りつぶし，事業主体と事
業名を記載。 

 
  

 



土のう

凡　　　　　　　例

 計画期間内施工予定

施工済

計画対策区域界

駅（予定）

貯留施設

雨水幹線等
計画期間内施工予定

要配慮者関連施設

市役所等の施設

緊急輸送道路、防災拠点

広田小学校

下冨居排水区 浸水対策参考図

ひろたこども園

奥田北小学校

奥田小学校

まつわか保育園

白藤幼稚園

富山認定こども園

めぐみこども園

ｽﾀﾝﾌｫｰﾄﾞｲﾝｸﾞﾘｯｼｭ

こばと保育園

こばと会

おくだっこ学童クラブ

むつみ子供会

富山認定こども園とやまキッズ

子供の館

県立富山聴覚総合支援学校

多機能型施設ｼﾞｮﾌﾞｽﾃｰｼｮﾝさくら奥田事業所

ﾆﾁｲｹｱｾﾝﾀｰ富山

第一けやきﾎｰﾑ

こころの学校奥田北・こころの学校久方寮

在宅介護あおい

ｸﾞﾙｰﾌﾟﾎｰﾑf5の部屋

ｵｰｸｽﾍﾙﾊﾟｰｽﾃｰｼｮﾝ

さくらﾎｰﾑ･西奥田荘

さくらﾎｰﾑ･さくらﾊｳｽA

さくらﾎｰﾑ･さくらﾊｳｽB

在宅福祉総合ｾﾝﾀｰひまわりﾍﾙﾊﾟｽﾃｰｼｮﾝ

花いちごﾍﾙﾊﾟｰｽﾃｰｼｮﾝ

ﾗﾎﾟｰﾙの家

ﾗﾎﾟﾙｰﾑA･B(ｻﾃﾗｲﾄ)

富山型ﾃﾞｲｻｰﾋﾞｽまるまる

第2けやきﾎｰﾑ

障害者就労継続支援B型事業所こころみ

訪問介護ｽﾃｰｼｮﾝさくら苑

ﾍﾙﾊﾟｰｽﾃｰｼｮﾝわかな

JOB下赤江

ｵﾚﾝｼﾞC
孫の手ﾃﾞｲｻｰﾋﾞｽ

さくらんぼ

ｷｯｽﾞﾙｰﾑびすけっと

ｹｱﾊｳｽゆりかごの里

あすなろの郷

なごみ

ｸﾞﾙｰﾌﾟﾎｰﾑ笑笑寿

ｸﾞﾙｰﾌﾟﾎｰﾑなごみ

有料老人ﾎｰﾑおあしす

有料老人ﾎｰﾑひまわり

あかえ

ﾌｧﾐｰﾕ

ｻｰﾋﾞｽ付高齢者住宅｢ふる里の風｣

ありがとうﾎｰﾑ新屋

清幸会島田病院

富山医療生活協同組合富山協立病院

医療法人北聖病院こどものいえ

就労支援A型事業所ｵﾚﾝｼﾞﾜｰｸｽ

下冨居貯留池4,400m3
（導水管貯留分を含む）

冨居第一雨水幹線

冨居第二雨水幹線

北陸新幹線

ふれあいの里ひろた

富山市建設部 土のう あいの風とやま鉄道新駅

宅地等開発計画区域

ｶﾞﾝﾊﾞ村保育園petit

ｹｱﾊｳｽとやま

ｱﾙﾍﾟﾝﾊｲﾂ

ﾄｰﾀﾙｻﾎﾟｰﾄﾗｲﾄﾌﾞﾚｲﾝ上飯野校


